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企  業 と 職 業 能 力 開 発 （Ⅱ）  

─  職業訓練から職業能力開発への展開  ─  

 

  職業能力開発は、従業員個々人のキャリアの展開段階に応じて教育・訓練機会を

どのように提供するか、公共・民間施設のそれぞれの特徴を生かした広い分野で行い

得るなど、新しい課題に直面している。 

  本報告書は、昨年度の「戦後における教育訓練の胎動」に引き続き、昭和 40 年代

以降の動きを中心に、ホワイトカラー層への取り組みや、高等技術者の育成を目指し

て、職業訓練短期大学校を活用した企業の動きなどを、「職業訓練から能力開発への

展開」として取りまとめた。 
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